1色に輝く光線が、ギーグに襲いかかる。そのとき-
「ギーグ!何をしてるんだ〓攻撃だ!」
ポーキーの甲高い声が聞こえた。そのとたん、ぼくの体に衝撃が走る。しかしそれは、今
までのギーグの力にくらべると、ずっと弱く感じられた(HPマイナス4)
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プーのテレポートでトトの港町へもどったぼくらを、船乗りさんが迎えてくれた。
「やあ、待たせたなあ。風邪も治ったし、さあ、船に乗んな。スカラビに向かって出航だ!」
ついにスカラビに行けるんだ。そしてそこにあるピラミッドがぼくらを待っている!
「ヨーソロー!」船乗りさんの威勢のいいかけ声とともに、船はまっ青な海をすべりだした。
ところが。「う、うげげ……すまねえ久しぶりの航海なもんで……うう……
なんと、船乗りさんが船酔だ。船を停泊させて、介抱していると、急に前方の海が荒れだ
した。そして、激しい波しぶきの中、巨大な海竜が現れた!こいつがクラーケンか!
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